




検索ココロプレス

　宮城の復興状況や生活再建に懸命に取り組む人々の姿、全国から寄せられる
力強く温かい応援の様子などを随時発信しています。

「ココロプレス」は宮城県の復興を応援するブログです。

宮城県復興応援ブログ「ココロプレス」からの抜粋です。 http://kokoropress.blogspot.com/月刊ココロプレス
～被災地からのレポート～

復旧復興のPRや支援の取り組みなど、伝えたい情報を、下記メールアドレスまでご連絡ください。
fukusuip@pref.miyagi.jp
必要事項：１取材対象／２取材希望日／３取材場所／４御担当者氏名／５電話番号
※内容や日程によってはご希望にそえない場合もございますので、ご了承ください。

毎週、「週刊ココロプレス」と題して1週間分の記事を要約してご紹介するブログ記事を公開しています。

宮城の
復興情報を
募集中です！

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/04/blog-post_2.html
　「女川町出身として、絶対に復幸男になりたかっ
た」と、鈴木大さん。「津波が来たら高台へ逃げる」
という津波避難の基本
を、何かの形で後世へ伝
えたいという想いから始
まった競走大会「津波
伝承　復幸男」で2連覇
です。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/03/blog-post_2646.html
　「ちぎりきな かたみにそでを しぼりつつ すえの松山 なみこさ
じとは（約束しましたよね。涙に濡れた着物の袖を絞りながら。末の
松山を波が越すことなどあり得ない
ように、私たちの心も決して変わら
ないと）」。遠く平安時代に起こった
貞観大地震の記憶を帯びた「場」が
多賀城市にあり、ボランティアの皆
さんが語り継いでいます。

2014年3月26日 水曜日掲載
2014年4月2日 水曜日掲載

津波の惨禍を伝える「波越さぬ丘」（多賀城市） 復幸男、走りました。（女川町）

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/04/blog-post_9269.html
　「小野駅前で作っているから『おのくん』でいいんでね
え？」
　“がんばろう！”じゃなくて“めんどく
しぇ”。気負いなく、無理をせず、肩
の力を抜いて…。これが『小野駅前
郷プロジェクト』の合い言葉です。
『おのくん』はここで生まれて全国
の、世界中の「里親」と元気に暮ら
しています。

2014年4月5日 土曜日掲載

〝おのくん〟に会いに来て！（東松島市）

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/04/blog-post_11.html
　3月になると始まるイサダ漁は、三陸地方の春の風物
詩です。イサダとはオキアミの一種。養殖魚のエサや釣
りの撒きエサなどになりま
す。今年は宮城沿岸にイサ
ダの群れがなかなか現れ
なかったことと天候不順の
影響で、例年より11日遅く
3月12日に漁が解禁されま
した。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/04/fc.html
　ドイツの名門サッカーチーム「FC シャルケ 04」のコーチ陣
が来日し、被災地の子どもたちのためにサッカーの指導をし
てくれました。「子どもたち
がすごく楽しそうだったし、
我 も々楽しみました」「宮城
ががんばってくれるのを信
じています」コーチ陣から
の熱いメッセージです。

2014年4月12日 土曜日掲載
2014年4月11日 金曜日掲載

「グルック アウフ!! いつも共に」～
FCシャルケが来た!!（岩沼市）

春を告げる！イサダ漁（気仙沼市）

投稿数が1,000件を
超えました。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/04/blog-post_2565.html
　「皆サン、編み物するかな？」
　七ヶ浜町の高山外国人避暑地に住むテディ・サーカ
さんと宮地・ウェンディさん
は、お二人の長年の趣味で
もある「編み物」を通じて、
仮設住宅に暮らす年配の
女性たちに楽しみや友だち
を見つけてもらえたら…と
考えました。

2014年4月9日 水曜日掲載

毛糸の絆を世界へ（七ヶ浜町）




